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１　令和７年３月　企画管理部補正予算（案）総括表

【一般会計】 (単位：千円)

9,835,404 841,730 10,677,134

(項１)総務管理費 2,816,670 1,160,131 3,976,801 人件費 1,157,608

2,523

(項２)企画費 6,938,157 ▲ 318,401 6,619,756 8,290

10,100

▲ 413,481

20,000

44,000

9,690

3,000

(項７)統計調査費 67,697 0 67,697

(項８)監査委員費 12,880 0 12,880

(款２)総務費

作品収集保存事業
費

区分 
補正前の額 今回補正額 補正後の額 備考

予算科目(款・項）

職員管理費

企画事務費

まち・ひと・しご
と創生推進基金費

情報管理事務費

企画管理部 合計 9,835,404 841,730 10,677,134

文化振興事業費

富山ガラス工房事
業費

管理運営事務費
（ガラス美術館）
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【総務一般管理費】 

 

２ 職員人件費について 

［職員課］  

 

(1) 補正額          １，１０９，１４６千円 

 

財源内訳 一般財源   １，１０９，１４６千円 

 

 

(2) 事業目的 

令和６年度における応募認定退職者及び、60 歳到達の年度末で退職を

希望する職員等に支給する退職手当に不足が生じると見込まれることか

ら補正するもの。      
また、超過勤務手当等についても、不足が生じると見込まれることか

ら、あわせて補正するもの。 
 

(3) 事業内容 

ア 退職手当     １,０５９,７９６千円 

 

イ 退職手当負担金       ６４９千円 

 

ウ 超過勤務手当      ３７,９８３千円 

 

エ 休日給         １０,７１８千円 
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【総務一般管理費】【職員管理費】 

 

３ 派遣職員管理事業について（令和６年能登半島地震関連） 

［職員課］  

 

(1) 補正額               ５０，９８５千円 

 

財源内訳 一般財源   ５０，９８５千円 

 

 

(2) 事業目的 

地方自治法第 252 条の 17 の規定に基づく派遣職員の受け入れに伴い、

本市が負担すべき費用について補正するもの。 
 

(3) 事業内容 

令和６年能登半島地震の被害を受けた本市は、大規模災害時における

自治体間の職員派遣制度を活用し、総務省等における調整のもと、昨年

４月から技術職員（５自治体から各１名、延べ 10 名）を受け入れ、復

旧・復興の取組を進めている。 

このことに伴って締結した派遣元自治体との協定に基づき、派遣職員

の受け入れに要する人件費等を負担するもの。 

 

ア 人件費負担金    ４２,６６５千円（５自治体・延べ 10 人分） 

 

イ 災害派遣手当      ５,７９７千円（４自治体・延べ８人分） 

 

ウ 宿舎借上料        ２,３４０千円（４自治体・４部屋分） 

 

エ 宿舎清掃手数料     １８３千円 

 

 

（参考）派遣元自治体：北海道、青森県、越谷市、長野市、黒部市 
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【企画事務費】 

 

４ 選ばれるまちづくり事業（ニューヨーク・タイムズ 

関連事業）について 
［広報課］  

 

(1) 補正額                ８，２９０千円 

 

財源内訳 国庫補助金   ４，１４５千円                            

     一般財源    ４，１４５千円 

 

 

(2) 事業目的 

米有力紙ニューヨーク・タイムズ電子版の「2025 年に行くべき 52 か所」

に本市が選ばれたことに伴い、その効果の拡大・継続を図るためのプロ

モーションを実施する。 

 

(3) 事業内容  
ア ＡＮＡ機内誌へのＰＲ記事掲載                ５，７９０千円 

外国人に本市の魅力を伝えるため、ＡＮＡの機内誌を活用して本

市のＰＲ特集記事（４ページ）を掲載する。 
◎ＡＮＡ機内誌「ＴＳＵＢＡＳＡ －ＧＬＯＢＡＬ  ＷＩＮＧＳ－」 

について 
   ・言語：英語及び中国語（簡体字）  
   ・月刊誌  
   ・１０万部発行（機内及びラウンジ内設置） 

※スマホ版は１年間閲覧可能。 
イ クレイグ・モド氏を招聘した市長対談の開催  １，５００千円  

      ニューヨーク・タイムズの記事を執筆したクレイグ・モド氏を招

聘して市長との対談を実施するとともに、対談内容の動画（英語字

幕付）を制作しＳＮＳ等で発信する。 
ウ フォトスポットの設置            １，０００千円  

      来訪者がＳＮＳで発信したくなるようなＡＭＡＺＩＮＧ ＴＯＹ

ＡＭＡフレーム型フォトスポットを制作し、ガラス美術館、おわら

資料館等に設置することで来訪者自身による発信を促す。 
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【まち・ひと・しごと創生推進基金費】 

 

５ 富山市まち・ひと・しごと創生推進基金への積立に 

ついて 

［企画調整課］ 

 

（1） 補正額        １０，１００千円 

 

      財源内訳 寄附金  １０，１００千円 

 

 

 

（2） 事業目的 

        「企業版ふるさと納税」制度の活用による企業（２社）からの寄附

金を、今後の地方創生に資する事業に充当するため、基金に積み立て

るもの。 

 

 

（3） 富山市まち・ひと・しごと創生推進基金の状況 

 

令和５年度末 

現在高 

A 

令和６年度 

基金運用益 

積立見込額 

B 

６月補正 

積立額 

C 

今回 

積立額 

D 

年度末 

現在高見込 

A+B+C+D 

30,001,285 

円 

38,116 

円 

30,100,000 

円 

10,100,000 

円 

70,239,401 

円 
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【富山ガラス工房事業費】 

 

６ インバウンド等対策事業について 

［文化国際課］ 

 

(1) 補正額              ２０，０００千円 

 

財源内訳  国庫補助金     ９,２６０千円 

一般財源     １０,７４０千円 

 

 

(2) 事業目的 

米有力紙ニューヨーク・タイムズ電子版の「2025 年に行くべき 52 か所」

に本市が選ばれたことに伴い、国内外からの観光客の増加が見込まれること

から、ソフト・ハード面における受入体制の整備を図るもの。 

 

(3) 事業内容 

ア 工房パンフレットの増刷と多言語化          

     イ 翻訳機の導入、Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備         

 ウ 工房施設内外表示サイン等の英語併記 

エ  第２工房スタジアム内のプロジェクターの更新 等 
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【文化振興事業費】 

 

７ 富山市舞台芸術振興事業基金への積立について 

［文化国際課］ 

 

(1) 補正額          ５０，０００千円 

 

財源内訳  一般財源   ５０，０００千円 

 

 

(2) 事業目的 

今後見込まれる文化施設の改修等に備えるため、富山市舞台芸術振興事業

基金に積み立てるもの。 

 

(3) 富山市舞台芸術振興事業基金の状況 

令和５年度末 

現在高 

A 

令和６年度 

今回積立額 

B 

年度末現在高見込 

A+B 

2,007,506,038 円 50,000,000 円 2,057,506,038 円 
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【管理運営事務費】 

 

×８ インバウンド等対策事業について 

［ガラス美術館］× 

 

×  (1)▯補正額               ９，６９０千円 

 

財源内訳 国庫補助金     １，５４５千円 

一般財源     ８，１４５千円 
 
 

××(2)▯事業目的 

米有力紙ニューヨーク・タイムズ電子版の「2025 年に行くべき 52 か

所」に本市が選ばれ、ガラス美術館が紹介されたことに伴い、国内外か

らの観光客の増加が見込まれることから、多言語によるサービスの提供

や混雑への対策を行い、来館者の利便性向上及び鑑賞環境の充実を図る。  
 
 

××(3)▯事業内容 

×ア×オンラインチケット購入システム運用     １，９２０千円 

   令和６年度中に導入予定のオンラインチケット購入システムを運

用し、来館者の混雑緩和及び利便性向上を図る。 
 

×イ×館内警備等業務委託             ６，０００千円 

   混雑が見込まれる時期を中心に警備員を配置し、館内の安全配慮

に努める。 
 

×ウ 多言語情報発信                 ７７０千円 

   ６階グラス・アート・ガーデンの音声ガイドを多言語化し、鑑賞

環境の充実を図る。 
 

    エ 多言語対応通訳端末機購入            ４９４千円 

      同時通訳が可能な翻訳端末機を導入し、各階受付等で使用するほ

か、ギャラリートークへの国外からの来館者の参加を促す。 
 

    オ 来館者用コインロッカー増設           ５０６千円 

      コインロッカーを増設することで、来館者の手荷物管理を容易に

し、展示室内の安全を保つ。 
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【作品収集保全事業費】 

 

× ９ インバウンド等対策事業について 

［ガラス美術館］× 

 

××(1)▯予算額                ３，０００千円 

 

財源内訳 一般財源      ３，０００千円 

 

 

××(2)▯事業目的 

ガラス美術館の収集方針に沿って収蔵された優れた美術作品を末永く

後世に伝えるため、作品を適正に保全・管理し、良質な展示環境の確保

を図る。 
 

××(3)▯事業内容 

６階グラス・アート・ガーデンに展示されている内照式のパネル作品

２件（収蔵№622、№623）について、LED 照明に不具合が発生してい

るため、器具の交換を行う。 
   

デイル・チフーリ《デュラトラン》2015 年 

H247.7×W186.1 ㎝ 

©Chihuly Studio. All Right Reserved. 

照明不具合箇所 

デイル・チフーリ《ダイダクティックウォール》2015 年 

各 H118.9×W91.4 ㎝（6 枚組） 

©Chihuly Studio. All Right Reserved. 

照明が弱くなっている箇所  
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 10 令和６年度繰越明許費について 
 

款 項 事業名 
金額 

（千円） 

予算計上 

時期 

完成 

予定 
繰越理由等 契約月 

02 02 企画費 

企画事務費 

（ANA 機内誌記事

掲載等） 

8,290 3 月補正 
R8 年 

1 月 

早急に事業着手する

必要があることから

3 月補正での予算措

置となり、事業完了ま

での十分な日数の確

保が困難であるため。 

R7 年 

3 月 

予定 

富山ガラス工房事

業費 

（工房施設内外案

内表示板、第２工

房プロジェクター

更新等） 

20,000 3 月補正 
R7 年

10 月 

早急に事業着手する

必要があることから

3 月補正での予算措

置となり、事業完了ま

での十分な日数の確

保が困難であるため。 

R7 年 

3 月 

予定 

管理運営事務費 

（館内警備業務委

託等） 

6,600 3 月補正 
R8 年

3 月 

早急に事業着手する

必要があることから

3 月補正での予算措

置となり、事業完了ま

での十分な日数の確

保が困難であるため。 

R7 年 

3 月 

予定 

管理運営事務費 

（オンラインチケ

ット購入システム

使用料等） 

3,090 3 月補正 
R8 年

3 月 

早急に事業着手する

必要があることから

3 月補正での予算措

置となり、事業完了ま

での十分な日数の確

保が困難であるため。 

R7 年 

3 月 

予定 

管理運営事務費 

（昇降機設備（エ

レベーター）巻上

ロープ等取替業務

委託） 

5,340 当初予算 
R7 年 

10 月 

部品の調達ができず

年度内の業務完了が

困難なため。 

R6 年 

7 月 

作品収集保存事業

費（グラス・アー

ト・ガーデン LED

照明器具交換業務

委託） 

3,000 3 月補正 
R7 年

10 月 

早急に事業着手する

必要があることから

3 月補正での予算措

置となり、事業完了ま

での十分な日数の確

保が困難であるため。 

R7 年 

3 月 

予定 

02 総務費 計 46,320  
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